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ペルー北部から 

 


 

ス
ジ
ャ
ー
ナ
の
近
況 

こ
ん
に
ち
は
。
ペ
ル
ー
の
今
の
季
節
は
春
。

真
夏
の
二
月
に
向
か
っ
て
歩
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ス
ジ
ャ
ー
ナ
で
は
既
に
気

温
が
３
２
度
を
超
え
、
夏
の
よ
う
で
す
。「
ス

ジ
ャ
ー
ナ
に
イ
ン
ビ
エ
ル
ノ
（
冬
）
は
な
い

け
れ
ど
、
イ
ン
フ
ィ
エ
ル
ノ
（
地
獄
）
な
ら

あ
る
よ
。」
と
は
友
人
の
冗
談
で
す
が
、
今
後

ど
の
程
度
暑
く
な
る
の
か
楽
し
み
で
す
。 


 

ペ
ル
ー
料
理
代
表
、
セ
ビ
チ
ェ 

 

日
々
を
バ
テ
ず
に
過
ご
す
上
で
欠
か
せ
な

い
も
の
が
、
美
味
し
い
ペ
ル
ー
料
理
。
中
で

も
最
も
有
名
な
料
理
が
セ
ビ
チ
ェ
で
す
。
セ

ビ
チ
ェ
は
一
般
的
に
ハ
タ
な
ど
の
白
身
魚
や

エ
ビ
、
貝
類
な
ど
を
塩
で
締
め
、
ス
ラ
イ
ス

タ
マ
ネ
ギ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
パ
ク
チ
ー
と
共

に
ラ
イ
ム
の
搾
り
汁
で
和
え
た
も
の
で
す
。 

地
域
に
は
数
多
く
の
セ
ビ
チ
ェ
リ
ア
（
セ

ビ
チ
ェ
専
門
店
）
が
あ
り
、「
ど
こ
の
セ
ビ
チ

ェ
が
美
味
し
い
の
か
？
」
と
の
話
題
は
尽
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
例
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
美
味
し
い
ラ
ー
メ
ン
屋
に
つ
い

て
語
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う
か
。 


 

北
部
名
物
、
鯖
の
セ
ビ
チ
ェ 

 

ペ
ル
ー
北
部
沿
岸
域
の
名
物
料
理
は
、
鯖

の
セ
ビ
チ
ェ
で
す
（
写
真
①
）。
鯖
の
切
身
は

し
め
鯖
の
よ
う
に
白
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

が
よ
く
和
え
ら
れ
て
い
る
証
拠
。
新
鮮
な
マ 
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サ
バ
を
使
っ
た
も
の
は
格
別
の
味
わ
い
で

す
。
暑
い
日
に
、
冷
え
た
セ
ビ
チ
ェ
の
酸
味

と
ピ
リ
リ
と
し
た
辛
味
が
鯖
の
旨
味
を
よ
り

一
層
引
き
立
て
ま
す
。 

地
域
の
人
々
に
、
好
き
な
ペ
ル
ー
料
理

は
何
か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
鯖
の
セ
ビ

チ
ェ
と
答
え
る
と
、
誰
も
が
嬉
し
そ
う
に

し
ま
す
。
鯖
の
セ
ビ
チ
ェ
は
地
域
の
郷
土

料
理
で
あ
り
、
地
域
に
住
む
人
々
の
誇
り

な
の
で
す
。 


 

豊
か
な
北
部
の
自
然
環
境 

 

ス
ジ
ャ
ー
ナ
に
は
エ
ク
ア
ド
ル
・
ア
ン
デ

ス
山
脈
に
源
流
を
持
つ
国
際
河
川
チ
ラ
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
川
沿
い
を
約
５
０
㎞

下
る
と
海
に
着
き
ま
す
。
河
口
近
く
の
浜
は

良
い
釣
り
場
で
、
ニ
ベ
の
仲
間
な
ど
が
釣
れ

ま
す
（
写
真
②
）。
浜
に
は
漁
業
を
営
む
人
々

が
い
ま
す
。
写
真
③
の
方
は
丸
太
を
組
ん
だ

船
で
漁
に
出
て
、
ニ
シ
ン
の
仲
間
な
ど
を
捕

っ
て
い
ま
し
た
。
沖
合
で
は
マ
サ
バ
も
捕
れ

る
よ
う
で
す
。
こ
の
海
で
料
理
に
使
う
魚
が

捕
れ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

 

鯖
の
セ
ビ
チ
ェ
に
、
川
を
下
っ
て
の
釣
り
。

生
活
を
通
し
、
ま
す
ま
す
地
域
の
自
然
環
境

に
魅
か
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
チ
ラ
川
を
上

る
な
ど
し
て
、
更
に
流
域
の
魅
力
を
探
り
た

い
で
す
。
こ
の
魅
力
を
人
々
と
共
有
す
る
こ

と
も
私
の
仕
事
だ
と
思
う
の
で
す
。 

写真①：鯖のセビチェ  
写真②：カチェマ（ニベの仲間） 

を釣った友人の笑顔 

写真③：魚を見せてくれた
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